
新指針の理念・基本方針等について

現指針:泉北ニュータウン再生指針 新指針:SENBOKU New Design

泉北ニュータウンのまちの価値を高め、
次世代へ引き継ぐ

～かつてのベッドタウンから豊かに暮らせる「真のまち」へ～

泉北ニュータウンのまちの価値を高め、
次世代へ引き継ぐ

理
念

1.多様な世代が暮
らし続けることができ
るまちをめざす

2.人や環境にやさし
いまちと暮らしの実
現をめざす

3.まちに関わる人の
輪を広げ、つなぎ、
地域力の向上をめ
ざす

4.泉北ニュータウンの再生を推進するための仕組みの構築をめざす

基
本
方
針

1.多様な世代が住み、
働き、安心して暮ら
し続けることができる
まちをめざす

2.豊かな緑空間と多
様な都市機能が調
和したまちをめざす

3.市民、企業、大学、
団体など様々な主
体と思いを共有し創
造するまちをめざす

4.ICT等の先端技術や社会資本の効果的な活用・運営により、持続
可能で魅力的なまちをめざす

取
組

1. 多様な年齢階層がバランスよく居住するまちとして、多様な住宅
や交流の場を整備する

2. 身近な範囲に、暮らしを支える多様な機能の配置を誘導する
3. 子どもの笑顔があふれるまちとして、子どもの教育・育成環境の向
上をはかる

4. 高齢者をはじめ誰もが安心して暮らせる環境を整備する
5. 地区センター・近隣センターを人が集まる場所として機能強化を
はかる

6. 既存施設の積極的な活用や適切な管理を進める
7. ゆとりのある郊外居住を実現するまちとして、緑豊かな住環境と
自然や農に触れる環境を整備する

8. 地球環境にやさしいまちづくりを進める
9. 公共交通体系の維持・充実化及び利用促進をはかる
10.まちに関わる人たちのパートナーシップによる、主体的なまちづくり
活動を促進する

11.泉北ニュータウンのまちの魅力や暮らし方を「泉北スタイル」として
発信する
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➡12分野に整理し、各分野ごとに取組方針を記載

◆新たに踏まえる視点
・堺グランドデザイン2040の実現 ・SDGsの理念実現 ・健康⾧寿のまち ・スマートシティの推進 ・職住一体・近接ライフスタイル促進

資料３

泉北ニュータウンがまちびらきから50年を経過する中、今後の50年、100年と持続発
展可能なまちとなっていくことを考え、かつてのベッドタウンから豊かに暮らせる「真のまち」
へと、さらに進化させるべく、これまでの取組を継承しながら、将来のまちの姿や暮らす人
の姿をイメージし、「新しい泉北ニュータウンをデザインする」ことをシンプルに表現。


